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海部南部地域で「あきたこまち」と「コシヒカリ」が出穂し、イネカメムシを警戒する時

期になる。農業改良普及課のすくい取り調査（20回振り）では、令和５年に多発したほ

場では 94頭であったのに対し、今年の調査では０頭でイネカメムシの発生が見られな

かった。生産者やＪＡからもイネカメムシの目撃情報は入ってきていない。 

本地域は過去の被害を受け、地域一丸となったイネカメムシ対策に取り組んできた。

その結果、地域内のイネカメムシの密度が低下している可能性が推察された。 

 

 

海部地域の農業情報(令和８年８月) 

イネカメムシがいない！ 

地域一丸となった防除の成果 

と き  令和８年７月下旬 

ところ  弥富市、飛島村 

あきたこまちの出穂期 

 

 


